
【健育会グループの病院・施設で働いて感じた　仕事のやりがい】

職種：臨床工学技士　勤続年数：24年 7ヶ月 

時期：令和3年10月

患者さんと共に

私は茅ヶ崎セントラルクリニックに勤務して２４年となります。学生時代のバイトから勤務が始まり、結婚し

てから、４度の育児休暇を経て現在に至ります。患者さんの中には、私のバイト時代を知る方もまだいらっ

しゃいます。私の成長を一緒に喜んでくださり、時には患者さんへ強く言わなければいけない事も有り、また

患者さんからお叱りの言葉をいただく時もありました。透析の時間は４時間という長い時間ベッドに寝ていな

ければいけません。患者さんの中にはお話しを望まれる方もいます。仕事も忙しいですが、可能な限りお話し

をしてきました。お互いに相談しあう中で、人との関わりが自分と相手に大きく影響するのだと実感してきま

した。２４年という歳月で透析治療の内容も随分変わっています。透析液や透析監視装置（コンソール）の性

能向上、ダイアライザーの多様化やオンライン HDFによる治療など。患者さんの予後も飛躍的に向上しました。

時とともに変化していく患者さんの身体の変化や環境に合わせて、その時の患者さんに合った提案が出来るよ

うに、より確かな医療と知識を身に付けていきたいと思います。数字では表せない、心の繋がりや信頼感が今

の私のやりがいです。


